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とであり、これは決して日本が押し付けてい
ることではないからです。これは一つの大き
な特徴と言えるかと思います。 
中国では最近、インターネットを中心に、
たくさんのサブカルチャーのグループができ
ました。正確な数がどれほどあるかよくわか
りませんが、その中に大学生のグループがあ
ります。台湾人の言い方ですが、ACGという
略語があり、Aはアニメ、Cは漫画、Gはテ
レビゲームという略称になりますが、それら
大学生の中で趣味といった形で動いているサ
ブカルチャーグループがどんどん増えていま
す。その活動の在り方は、同人活動で、日本
とほぼ変わりはありませんが、中国の若者は
日本のアニメ作品を抵抗なく、そのまま受け
入れます。そして、翻訳や字幕をつけていま
すが、つけていない作品もたくさん出まわっ
ており、そのまま日本の漢字が中国人のこと
ばの世界に入ってくるのです。共通する漢字
というものですが、まさに大きなパワーを持
っており、共通する財産といえるかと思われ
ます。 
日中間の越境するコスプレもほとんど同じ
く香港、台湾経由で入ってきましたが、三つ
の理由から大幅に発展してきたわけです。一
つはインターネットです。インターネットを
利用して数多くのグループが活躍しておりま
す。もう一つは中国政府のサポート体制です。
中国政府は、これらのサブカルチャーを子供
たち、青少年に向ける文化として重視し、す
べてをアメリカ、日本のアニメ文化に占領さ
れるのではなく、むしろ中国国産のものも作
っていきたいという思いがあります。博覧会
やイベントを開催し、コスプレをイベントの
在り方として大いに取り上げてきています。
それから、政府部門の重視だけではなく、マ
ーケットの力もあり、コスプレのグループは
広告会社のような形でどんどん成長し、増え
てきました。宣伝活動あるいはイベントの中
で登場するコスプレは人を集め、注目を浴び
ます。三つ目の理由は日中間共通の萌えとい
う美意識にあります。これは確かに日本から
の影響を受けましたが、ただ、「萌」という
漢字も中国語にもある上、「萌」ないしは、
かわいいという美意識がそもそも人類に共通
する普遍的な美意識の一つではないかと思わ
れます。これは中国側にもあることですが、
ただ、日本のアニメ、ACGの文化を受け入れ
ながら、さらに大きくなったり、増幅したり、
より社会の中での影響力が拡大していること
は間違いない事実です。少し日本と違うのは、
中国の「かわいい」文化はあくまでもある年
齢までです。その年齢をオーバーすると逆効
果が出てきます。これは日本とはやや違いま
す。日本社会では「かわいい」文化が徹底的
に浸透しています。この点で両者は少し違う
かとは思います。 
以上のように日中間で共通するサブカルチ
ャーについては、日本側の影響を受け入れな
がらも、中国自前のものも次々と生成されて
いることを指摘したいと思います。結論とし
ては若者の日本観、日本に対する見方は、「反
日」か「哈日」かのどちらかがメディアに取
り上げられがちですが、その極端な反日と極
端な親日は中国人の、特に若者たちの日本に
対する考え方、見方が如実に反映されていな
いと思います。今後はこの二つの極端な見方、
考え方をどのように乗り越えられるかについ
て考えていきたいと思います。より一般的な
若者文化の中で、日中間に共有できる文化、
サブカルチャーというカテゴリーから、模索
していきたいと感じます。たくさんの可能性
がまだまだあるかと思います。 
私の話は以上です。 
 
